
解 答
宗 〔１〕 ア

〔２〕 ａ イ ｂ サ

ａ ウ ｂ ケ

ａ オ ｂ チ

〔３〕 デンプンがふくまれていること。

〔４〕 子葉

〔５〕 イ

〔６〕 ① ク ② ア ③ オ ④ エ

就 〔１〕 ① ア，オ ② エ，キ ③ イ，カ

〔２〕 イ，ウ

〔３〕 ウ

〔４〕 0.09

〔５〕 0.71

〔６〕 0.5

〔７〕 二酸化炭素が石灰水に吸収されたため。

〔８〕 １：４

〔９〕 1.4

州 〔１〕 36

〔２〕 60

〔３〕 20

〔４〕 25

〔５〕 右図

〔６〕 唄 25 欝 25

〔７〕 唄 イ 欝 30

解 説
宗 〔３〕 ヨウ素液はデンプンに反応して，青 紫 色に変化します。

あおむらさき

〔４〕 インゲンマメは，子葉に養分を 蓄 える無胚 乳 種子です。
たくわ む はいにゅうしゅ し

〔５〕 種子に蓄えられた養分は発芽のときのエネルギーとして使われるので，発芽後はデンプンが減っています。
へ

就 〔５〕 メタン５Ｌの重さが3.55Ｌ（49－45－0.09×５）なので，メタン１Ｌの重さは0.71Ｌです。

〔６〕 水素はすべて酸素と反応し，残った気体はすべて酸素なので，反応した酸素は0.5Ｌ（９－8.5）です。

〔８〕 メタン１Ｌと反応した酸素は，２Ｌ（９－７）です。

〔９〕 水素とメタンに反応した酸素は，全部で1.9Ｌ（８－6.1）です。実験３より，メタン１Ｌと酸素２Ｌの反

応から二酸化炭素が１Ｌ発生するので，実験４で二酸化炭素が0.6Ｌ発生していることから，燃焼前にメタン

は0.6Ｌ入っていたことがわかります。よって，燃焼前の水素の体積は1.4Ｌ（２－0.6）です。

州 〔１〕 おもりの重さが10ｇ増えるごとに，ゴムひもは４㎝ずつのびているので，①は36となります。

〔２〕 40ｇのおもりをつるしたときよりも８㎝のびているので，おもりの重さは60ｇ（40＋10×２）です。

〔４〕 60ｇのおもりで12㎝（32－20）のびているので，５㎝のびているときのおもりは25ｇ（60× ）です。
５
12

〔６〕 棒が水平になっているとき，（ゴムひもにかかる重さ×支点からの距離）が左右でつり合っています。上下
ぼう すいへい きょ り

のつり合いから，ゴムひもＡとゴムひもＢにかかる重さは合わせて50ｇなので，それぞれには25ｇずつの重

さが加わっています。

〔７〕 図２より，ゴムひもＡとゴムひもＢの同じ重さのおもりに対するのびは３：２（(38－20)：(32－20)）な

ので，自然長が同じゴムひもＡ・Ｂを同じ長さにするには，（ゴムひもＡにかかる重さ）：（ゴムひもＢにかか

る重さ）が２：３になるように，おもりをゴムひもＡの真下から30㎝（50× ）の位置へずらします。
３

２＋３

桐光学園中学校（理科）平成２７年度 解答と解説


